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情報処理演習Ⅱ 田中　清

Information Processing Tutorial 2 　

2 不定期 集中･不定期 電子情報システム工学分野　修士学生

　 演習

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２４TSカリ, ２３TSカリ

【研究科共通】深い専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を 修士研究の課題を知り、研究分野における位置付けを理解して
論理的に説明できる批判的思考力 おり、それを説明できる。

修士研究に関連する先行研究を調査し、その特徴を理解してお
り、それを説明できる。

⇔

２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展さ 修士研究の課題を解決するための方法を考案・提言し、実験等
せるための幅広い見識と健全な倫理観 により有効性を検証した結果を資料にまとめ、説明できる。

⇔

(2)授業の概要 修士研究で求められる上記①～③の到達目標を達成するために、本演習では以下を行う。
①研究課題に関連する基礎知識を学び、その応用や発展についても理解する。
②研究課題に関連する先行研究を文献や参考資料等から調査し、資料としてまとめる。この際、これら
の方法の利点と欠点、残されている課題を明らかにする。
③①～②に基づき、課題解決に向けたアプローチを考案、設計して提言する。

(3)授業計画 上記①～③に関する進捗報告（プレゼンテーション）を、グループミーディングおよび定期的に行うゼ
ミ（研究室定例報告会）で行い、教員および学生間の集約的なディスカッションにより、方向性や内容
の確認を行い、これをその後の研究遂行に反映する。これを反復的に行い、研究内容のブラッシュアッ
プを図る。

(4)成績評価の方
法

グループミーディングおよび定期的に行うゼミ（研究室定例報告会）での発表内容から理解度とプレゼ
ンテーション能力を評価する。

(5)成績評価の基
準

秀：90点以上（研究課題とその位置付け、関連する先行研究を十分に理解しており、課題を解決する優
れた方法を考案し、その有効性を検証している）

優：80点以上90点未満（研究課題とその位置付け、関連する先行研究を理解しており、課題を解決する
方法を考案し、その有効性を検証している

良：70点以上80点未満（研究課題とその位置付け、関連する先行研究の一部を理解しており、課題を解
決に向けた方法を検討している）

可：60点以上70点未満（研究課題とその位置付け、関連する先行研究の理解を進め、課題解決に向けた
方法を模索している）

不可：60点未満（研究課題とその位置付け、関連する先行研究を理解しておらず、課題解決に向けた道
筋を見出せない）

(6)事前事後学習
の内容

毎回の進捗報告（プレゼンテーション）には、十分な時間をかけて事前事後学習する必要がある。
進捗報告を行うにあたり、現在取り組んでいる課題の進捗状況をスライドにまとめる事前準備を行い、
準備した内容をグループミーディングおよび定期的に行うゼミ（研究室定例報告会）の場で発表する。
その際、教員および学生間の集約的なディスカッションの中で指摘・示唆された事項について方向性や
内容を確認する事後学習を行い、これをその後の研究遂行に反映する。これを反復的に行い、研究内容
のブラッシュアップを図る。

(7)履修上の注意 情報処理演習Iで検討した内容に基づき、さらなる検討を進める。この際、情報特別実験の内容と連動し
た検討を行う。
十分な準備をして一回一回のグループミーディングおよび定期的に行うゼミ（研究室定例報告会）に臨
み、その効果と密度を上げる工夫を行うこと。

(8)質問,相談への
対応

グループミーディングおよび定期的に行うゼミ（研究室定例報告会）の中で行うことを基本とするが、
必要により随時教員室に相談に来ること。

(9)その他

【教科書】 指定しない

【参考書】 指定しない


